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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 1月 30日 (2004.1.30)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の 様 な 雌 ボ ー ル ね じ 筒 １ ９ を 構 成 す る 外 側 円 筒 部 ３ ４ の 内 周 面 の 中 間 部 基 端 寄 り 部 分 に
は 、 雌 ボ ー ル ね じ 溝 ４ ４ を 形 成 し て い る 。 上 記 雌 ボ ー ル ね じ 筒 １ ９ を 造 る 際 に は 、 先 ず 、
鋼 板 に 、 絞 り 加 工 、 プ レ ス 加 工 等 の 塑 性 加 工 を 施 す 事 に よ り 、 お お ま か な 形 状 を 有 す る 素
材 を 造 る 。 次 い で 、 こ の 素 材 の 一 部 で 上 記 外 側 円 筒 部 ３ ４ と な る べ き 部 分 の 一 部 に
、 切 削 加 工 及 び 研 削 加 工 を 施 す 事 に よ り 、 上 記 雌 ボ ー ル ね じ 溝 ４ ４ を 設 け た 雌 ボ ー ル ね じ
筒 １ ９ と す る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
そ し て 、 上 記 雌 ボ ー ル ね じ 筒 １ ９ を 、 図 示 し な い 電 動 モ ー タ に よ り 回 転 駆 動 自 在 と し て い
る 。 こ の 為 に 、 回 転 方 向 の 変 換 自 在 な 電 動 モ ー タ に よ り 回 転 駆 動 さ れ る 駆 動 軸 １ ０ の 中 間
部 に 、 駆 動 歯 車 １ １ を 外 嵌 固 定 又 は 一 体 に 形 成 し て い る 。 こ れ に 対 し て 、 上 記 雌 ボ ー ル ね
じ 筒 １ ９ に 設 け た の 先 端 部 に 、 従 動 歯 車 ９ を 外 嵌 固 定 し て い る 。 そ し て 、
こ の 従 動 歯 車 ９ と 上 記 駆 動 歯 車 １ １ と を 噛 合 さ せ て い る 。 こ の う ち の 駆 動 歯 車 １ １ の 軸 方
向 寸 法 は 十 分 に 確 保 し て 、 前 記 プ ー リ 幅 を 変 え る 事 に 伴 う 、 上 記 雌 ボ ー ル ね じ 筒 １ ９ の 軸
方 向 変 位 に 拘 ら ず 、 上 記 従 動 歯 車 ９ と 上 記 駆 動 歯 車 １ １ と が 噛 合 し た 状 態 の ま ま と な る 様
に し て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の 雌 ボ ー ル ね じ 筒 １ ９ の 軸 方 向 変 位 は 、 前 記 第 一 の 玉 軸 受 ２ １ を 介 し て 前 記 変 位 側 プ ー
リ 片 ３ に 伝 え ら れ 、 こ の 変 位 側 プ ー リ 片 ３ が 軸 方 向 に 変 位 す る の で 、 上 記 プ ー リ 幅 が 変 わ
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る 。 例 え ば 、 こ の 変 位 側 プ ー リ 片 ３ を 図 １ の 右 方 に 移 動 さ せ れ ば 、 上 記 プ ー リ 幅 が 狭 く な
っ て 無 端 ベ ル ト ４ ８ が 外 径 側 に 変 位 す る 。 従 っ て 、 当 該 プ ー リ が プ ラ イ マ リ 側 で あ る 場 合
に は 無 段 変 速 機 が 増 速 側 と な り 、 反 対 に セ カ ン ダ リ 側 で あ る 場 合 に は 減 速 側 と な る 。 こ れ
に 対 し て 、 変 位 側 プ ー リ 片 ３ を 図 １ の 左 方 に 移 動 さ せ れ ば 、 上 記 プ ー リ 幅 が 広 く な っ て 無
端 ベ ル ト ４ ８ が 内 径 側 に 変 位 す る 。 従 っ て 、 当 該 プ ー リ が プ ラ イ マ リ 側 で あ る 場 合 に は 無
段 変 速 機 が 減 速 側 と な り 、 反 対 に セ カ ン ダ リ 側 で あ る 場 合 に は 増 速 側 と な る 。 こ の 様 に 本
発 明 の 場 合 に は 、 上 記 変 位 側 プ ー リ 片 を 回 転 軸 １ の 軸 方 向 に 変 位 さ せ る 為 の ア ク チ ュ エ
ー タ １ ７ に 、 ボ ー ル ね じ 機 構 を 使 用 し て い る 為 、 こ の ア ク チ ュ エ ー タ １ ７ 部 分 で の 摩 擦 損
失 を 低 減 し 、 伝 達 効 率 を 向 上 さ せ て 、 省 エ ネ ル ギ 化 を 図 れ る 。
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